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日立超高速エレベーター

日立製作所は,早くから高速エレベ

ーターに対する研究を取り上げ,エレ

ベーターの高速化を実現してきたが,

特に信根性･安全性に重点をおいた超

高速エレベーターを開発し,新宿副都

心を中心とする超高層ビルをはじめ海

外にも多数納入している(図1)｡

1.主な特長

(1)かごの防振構造の改良により,高

速走行時の防音･防振特性を向上させた｡

(2)柔構造の超高層ビルでの振動特性

について,理論解析及び各種実験を行

ない,耐震･耐風構造を向上させている｡

図l 超高層ビルが立ち並

ぷ副都心･新宿

表l 最近の主な納入先

(3)乗り場付近の戸開閉ゾーンでは多

重系のバックアップシステムの採用に

より,乗客の乗降時の安全性を一段と

向上させている｡

(4)エレベーターの起動から停止まで

の全速度領域で,異常速度検出システ

ムを採用し,速度異常時でも安全な減

速度でエレベーターを停止させる｡

(5)各種保護装置に自己故障診断機能

をもたせ,動作の正確さと保全性を高

めている｡

なお,最近の超高速エレベーターの

納入実績を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

納 入 先 エレベーター速度･台数

新宿住友ビル 540m/minX4台.420m/mlnX4台

新宿三井ビル 540m/minX7台,360m/minX8台

中之島センタービル 300m/minX6台

安田火災海上保険株式会社 360m/minX3台×2グループ,

本社ビル 300m/minX4台×2グループ

新宿野村ビル 540m/minX4台,420m/minX4台

ホンリヨンビル(シンガポール) 360m/minX3台

メルボルンビル(ホンコン) 300m/minX3台

日立展望用エレベーター

目立展望用エレベーターは,エレベ

【タ一本来の役割のほかに,ビルのイ

メージアップや動くシンボルとして,

各地のデパート,ホテル,ショッピン

グセンターなどに設置され,その普及

率は増加の傾向にある｡日立製作所の

意匠品製作技術を駆使したエレベータ

ーは,それぞれのビルにマッチしたアク

セサリーとして各地で好評を得ている｡

今回,下関市駅前再開発事業の一環

として建設された大規模専門店ショッ

ピングセンターに展望用エレベーター

2台を納入した｡

このビル全体は,豪華客船に似せて

構築されており,特に展望用エレベ【

タtは,ビルの壁面から半円形に張り

出した二つのガラス張r)昇降路に並列

設置され,眺望性を重視した配置とな

っている｡

1.主な特長

(1)展望視界を最大限にとった半円筒

形曲面ガラスを使用している｡

(2)眺望性に優れた網目のないパララ

インガラスを採用している｡

(3)展望ガラス窓は,半円の中央部で

2分割し,かご内側に開閉できる回転

窓構造として,ガラスの清掃が容易に

できるよう保守性の向上を図っている｡

(4)かごの外装は,鋼板製の球+犬カプ

セルタイプとし,上下にそれぞれ数十

偶のイルミネーションを配し,ビルの

展望ラウンジとマッチさせるほか,ビ

ルの動くアクセサリーとしての了寅出効

果も十分に考慮されている｡

表l 主な仕様

項 目 仕 様

台 数 2台

制御方式 AC 2スピード

運転方式
デュプレックス･シクサル

コレクチニ7コントロール

速 度 60m/min

積載荷重 950kg

定 員 14人

停 止 階 8(B,l～6,R)

2.主な仕様･外観

主な仕様を表lに,ビルの外観を図

1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

図l 日立展望用エレベーターを設置し

たビルの外観
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日立幸いす用エレベーター

日立製作所は,社会福祉の一環とし

て辛いす使用の身体障害者にも利用で

きる幸いす兼用エレベーターを各種施

設に納めている｡尊いす用としての安

全性を追求した各種の機能は,関係方

面から好評を得ている｡

1.主な特長

(1)一般乗客用ホールボタンとは別に,

身体障害者マークを付けた専用のホー

ルボタンを設けている｡

(2)かご内には一般乗客用の運転盤と

は別に,両側面の低い位置に専用運転

盤を2面設けている｡

なおこの専用運転盤には,管理人室

と通話できるインターホンを内蔵し,

万一の場合でも外部との連絡ができる

ようにしてある｡

(3)専用ホールボタン及び専用運転盤

のド皆床ボタンにより,エレベーターが

到着した場合は戸の開いている時間を

延長することにしてある｡

(4)かご戸の先端にはドアセーフティ

と光電装置を設け,閉扉時にドアセー

7ティに触れるか又は光電ビームをさ

えぎると,戸はすぐに反転して開く機

構になっている｡

(5)かご内には鏡を設置し,乗り降り

の際に辛いすの方向を変えることなく,

戸の開閉二状態及びホールまわりの安全

を確認できるようにしてある｡

(6)万一,なんらかの状態でエレベー

ターのレベルが一定量以上外れた場合

には,かご上のブザーを鳴らし,イン

ターホンで自動通報できるように考慮

してある｡

表l 主な仕様

形式
項目

P-1卜CO45,60 P-13-CO9U,105

制御方式 サイリストロニックDB制御方式

運転方式 コレクチブコントロール

速 度 45,60m/min 90.IO5m/min

稚載荷重 75(】kg 900kg

定 員 ll人 13人

出入口幅 800mm 900mm

かご内法 幅l′400mmX 幅l′600mmX

奥行l′350mm 奥行t.350mm

2.主な仕様･かご意匠

主な仕様を表1に,かご意匠を図1

に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

図
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図l かご意匠
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家庭コーナー

技術 史の旅

日立ギャラリー

新製品紹介

畜産上田都城を訪ねて

〈畜舎環境を改善する日立強制冷却装置〉

束北の"母なる川''を支える

〈北上大堰を見る〉

電気大工

からく り師 大野弁吉

藤島武ニ

ルームエアコン 掃除機

ラジオカセットレコーダ【 沈たく機
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